








結論:脂質代謝を変化させた条件下で VPA の急性毒性試験を行った｡脂質代謝の変化にとも

ない VPA の急性毒性も変化し、特に絶食時において VPA 毒性の上昇がみとめられた｡これは

VPA の脂肪酸酸化系に対する作用によるアシル誘導体の蓄積、また VPA の代謝変化による

有毒な代謝物の蓄積の可能性が考えられる｡形態的には、ベルオキシゾームの増加が、VPA、

DEHP・VPA+DEHP 投与群で確認され、VPA 投与群でミトコンドリアの膨潤を示す例もあった｡

しかし、脂肪の蓄積を示す兆候は見られなかった｡ 


